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令和2(2020)年度市政懇談会意見要望回答(全22件） 稲村公民館会場分

Ｂ：実現に努力しているもの
Ｄ：実現が極めて困難なもの
Ｆ：現状等の説明を求められたもの

№ 地区 項目 意見要望 回答(7月3日) 分類 進捗状況（12月末日時点）

■企画部

1 青葉台
市から自治
会長への
依頼事項

　市の各課からバラバラに依頼が来るので窓
口を作ってまとめてほしい。提出物の期限も
バラバラでその都度会社を休んで市役所へ
提出するなど負担が大きい。

　自治会長への依頼事項については多岐にわたり担
当課がそれぞれ異なる状況にありますが、提出物につ
いては庁内で共有を図り調整してまいります。

B
　現在、庁内ネットワークを利用し、書類の提
出期限を共有し調整を行っています。

■総務部

1 黒磯七区

防災士連
絡会等の
設立（昨年
度の要望に
対する進捗
確認）

　防災士連絡協議会等の設立要望に対し、
NPO法人栃木県防災士会への入会を促し、
防災士同士の情報交換、レベルアップを図り
たいという答えだったが、令和元年度中、どう
対応したか。

　防災士資格取得者のスキルアップと活性化を図るた
め、令和２年３月に防災士研修会を計画しました。７０
名の参加申し込みがありましたが、会場内での新型コ
ロナウイルス感染症に係る十分な感染拡大防止措置
を講じることができなかったため、中止としました。
　今後は、昨年度の反省を生かし、防災士のレベル
アップが図れるよう、研修会等を開催していきたいと思
います。
　なお、NPO法人栃木県防災士会に入会している（※
NPO法人日本防災士機構に登録しているの誤り）本市
の防災士は３月３１日現在で５５０名（県内2位）です。
（全国：193,533人、栃木県：3,530人、県内1位・日光市：
580人）

B

　今年度は、新型コロナウイルス感染症対策
の財源確保のため、防災士資格取得者の研
修会を見送ることとしましたが、来年度は、感
染防止対策を講じた上で、実施したいと考え
ています。

2 黒磯七区

市の避難
訓練（昨年
度の要望に
対する進捗
確認）

　平成３０年度の市の避難訓練について、寺
子小でやったものはフィードバックできるよう
なものはないのか、今回やったらそのノウハ
ウをそれぞれ自主防災会に戻してほしいとい
う質問に対して、どうフィードバックできるか、
課題として検討するという返答だったが、その
検討の結果を聞きたい。

　平成３０年度那須塩原市総合防災訓練の際に、本訓
練会場とは別に旧寺子小学校を避難所として、豊岡、
石田坂・赤沼、寺子地区住民が避難訓練や避難所運
営訓練を実施したところです。令和元年度の総合防災
訓練は、台風の接近に伴い中止となってしまい、今年
度の防災訓練も新型コロナウイルスの感染拡大を防
止する観点から中止としました。
　今後の防災訓練については、避難行動や避難所生
活が体験できるような訓練を実施し、自主防災会の皆
様と課題や情報を共有してまいりたいと考えています。

B

　今後の防災訓練については、避難行動や避
難所生活が体験できるような訓練内容を取り
入れ、自主防災会の皆様と課題や情報が共
有できるような内容を検討します。

市政懇談会以降の取組や考え方
【分類】
Ａ：要望等の趣旨に沿って措置したもの（既に取り組んでいるもの）
Ｃ：当面は実現できないもの
Ｅ：意見・提言として受けたもの
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№ 地区 項目 意見要望 回答(7月3日) 分類 進捗状況（12月末日時点）

3 黒磯七区
防災備蓄
品

　市の防災計画の中にマスクがない。新型コ
ロナやインフルエンザなどの感染症を少しで
も防ぐため、備蓄品としてリストに追加してほ
しい。同時に消毒用のアルコールや次亜塩素
酸ナトリウムなども配置が必要だと思う。

　市では、災害発生直後の被災住民を救援するため、
食料・飲料水・生活必需品等を備蓄しており、現在、避
難所における感染症防止対策として、必要最低限のマ
スクや消毒液等は確保しています。
　しかし、感染症の蔓延等によっては、避難所での感
染リスクが高まってしまう可能性もありますので、まず
は、自助による家庭内備蓄を実践していただきたいと
考えております。

B
　避難所における感染症防止対策として、段
ボールパーテーションや段ボールベッド、非接
触型体温計等を追加しました。

4 松原町
指定避難
所の場所と
許容人員

　防災関連として改めて指定避難所と許容人
数をどのように定めているのか確認したい。
口頭ではあるが、指定避難所はあるが許容
人数は地域住民民数に足りていないとの説
明を受けたことがあり、その対策立案のため
に確認がしたい。

　指定避難所の収容可能人数については、１人当たり
のスペースを2.2平米と設定し、その施設の広さに応じ
て算出しており、地域住民が全員が避難できるスペー
スは確保しておりませんが、栃木県地震被害想定報告
書では、避難所への避難想定人数３，８０５人に対し、
市の指定避難所の収容可能人数が１９，４６０人である
ことから、不足しているとは認識しておりません。
　なお、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点か
ら、避難所内での密集状態を緩和するため２メートル
間隔の区画を設定しますと、収容可能人数は設定より
少なくなります。
　避難所においては、可能な限り衛生環境の確保に努
めますが、避難所内での感染リスクが高まる可能性も
ありますので、自宅での避難や安全な親戚や知人の
家への避難も検討をお願いします。

F

　避難所での感染拡大を防止するため、市の
ホームページやみるメールのほか、チラシの
全戸配布、自治会長への通知等により、普及
啓発を図りました。
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№ 地区 項目 意見要望 回答(7月3日) 分類 進捗状況（12月末日時点）

■総務部・保健福祉部

1 黒磯七区

感染症を起
こさない避
難所づくり
のための検
討会

　新型コロナウイルス感染症が継続している
場合、万が一、地震などで避難所開設という
事態になった時に、感染症を起こさない避難
所づくりの視点が必要だと思う。避難所担当
職員や自主防災組織メンバーなどと検討会を
開催しないか。

　検討会については、新型コロナウイルス感染症拡大
防止の観点から、当面は開催の予定はありませんが、
現在、避難所における新型コロナウイルス感染症対策
について、みるメールやホームページ等でお知らせし
ているため、電話やメール等、対面以外の方法で、地
域内での事前周知に御協力をお願いしたいと考えてい
ます。
　今後は、避難所感染症対策については、国の新型コ
ロナウイルス感染症対策を踏まえた避難所設置のガイ
ドライン等を考慮したうえで、市といたしましては、自主
防災組織や地域の皆さんとともに協力しながら実施し
ていきたいと考えております。

B

　避難所での感染拡大を防止するため、市の
ホームページやみるメールのほか、チラシの
全戸配布、自治会長への通知等により、普及
啓発を図りました。

■総務部・保健福祉部・教育部

1 黒磯七区
避難所ごと
の担当者
顔合わせ

　年に１度の避難所ごとの担当職員とそこを
利用する自治会の役員、自主防災組織の役
員との顔合わせを提案する。そこに小中学校
の施設管理者も参加すれば申し分ないがどう
か。

【総務部】
　避難所においては、避難者自らの自助・共助による
自力再建を原則とはしているものの、災害発生直後に
避難所を開設する際は市担当職員が運営主体となり
ます。その後、避難所開設の長期化が予想される場合
は、市と協力を図りながら自主防災組織、自治会、避
難者等が主体となって運営する体制に移行する形にな
ります。

【保健福祉部】
　担当職員と自治会、自主防災組織との連携は重要で
あると考えていますが、前出の「避難所づくりの検討
会」の回答にあるように、当面は新型コロナウイルス感
染症拡大防止の観点から顔合わせや参集訓練の参加
要請をする予定はありません。
　今後は、感染症の状況等を勘案しながら、市と自主
防災組織等による合同参集訓練等により顔合わせを
する機会を作りたいと考えています。

【教育部】
　小中学校の避難所を開設する際、施設管理者（主に
教頭）が施設開錠することとなりますが、あくまでも避
難所開設準備、運営及び本部との連絡調整などは避
難所担当職員が行うため、特段小中学校の施設管理
者の参加は必要はないと考えています。

【総務
部】
B

【保健福
祉部】

B
【教育
部】
E

【総務部】
　防災訓練においても、市と自主防災組織が
連携するメニューを検討します。
【保健福祉部】
　7月3日の回答にも記載がありますが、新型
コロナ感染症の感染状況は、一向に収まる気
配がないことから、今後も状況等を勘案しな
がらコロナ禍における対応策も必要と考えて
います。
【教育部】
　小中学校における避難所開設に伴う担当者
顔合わせへの施設管理者の参加につきまし
ては、7月3日に回答したとおりです。
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№ 地区 項目 意見要望 回答(7月3日) 分類 進捗状況（12月末日時点）

■市民生活部

1 稲村西町
横断歩道
の設置

　稲村団地から稲村公民館に抜ける（バイク
店前の）十字路交差点は通学路になっている
ため、横断歩道を整備してほしい。

　横断歩道の設置は、那須塩原警察署が横断利用
者、周囲の状況等の現地調査を行い、決定することに
なっており、市では設置することができません。そのた
め、那須塩原警察署に現地調査を行うよう要望してま
いります。

A
　今年度中に、他の要望箇所と併せて、那須
塩原警察署に要望書を提出します。

2 黒磯七区
横断歩道
の移動及び
新規設置

　鍋掛街道の朝夕、観光シーズンなどの渋滞
で鍋掛豊浦地区から黒磯七区に渡るときに交
通事故が心配である。バイパスの信号から次
の信号は自動車教習所の手前となり、スー
パーの前に横断歩道を移動することができな
いか。または、新たにスーパーのところに横
断歩道を設置できないか。

　横断歩道の設置や移動は、那須塩原警察署が横断
利用者、周囲の状況等の現地調査を行い、決定するこ
とになっており、市では設置することができません。そ
のため、那須塩原警察署に現地調査を行うよう要望し
てまいります。

A
　今年度中に、他の要望箇所と併せて、那須
塩原警察署に要望書を提出します。

3 青葉台

市民一斉
美化運動と
道路愛護
月間の活
動

　市民一斉美化運動と道路愛護月間は行う
日程が近いので、統一して計画・報告など
別々にせず効率よく進めてほしい。

　市民一斉美化運動と道路愛護月間等に行う活動は、
運営形態が異なり、それぞれ別事業のため統一するこ
とは難しいものと考えています。
　また、実施時期については、市民一斉美化運動は５
月（春）と１１月（秋）の実施、道路愛護活動は８月の道
路ふれあい月間と９月の道路愛護月間に伴い実施し
ており、時期は離れていると考えます。　御理解をいた
だき、今後とも御協力をお願いします。

D 　統一は難しいため、変更はありません。
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№ 地区 項目 意見要望 回答(7月3日) 分類 進捗状況（12月末日時点）

■市民生活部・建設部

1 稲村西町

通学路標
識とミラー
設置（昨年
度の要望に
対しての進
捗確認）

　マロニエ幼稚園の通りに、危険防止のため
速度制限及びマロニエ幼稚園入口のカーブミ
ラーの設置を要望していたが、その後の進捗
状況を教えてほしい。また、カーブミラーの設
置、速度制限が可能であるならいつ頃整備さ
れるのか。

【市民生活部】
　交通規制の導入については、那須塩原警察署が交
通量や周辺の状況等の現地調査を行い、県公安委員
会が決定することになっています。そのため、那須塩
原警察署に現地調査を行うよう要望を行いました。
　また、生活課で、幼稚園付近の電柱に交通安全啓発
用の巻看板を設置しました。

【建設部】
　カーブミラーについては、今年度内の設置を考えてい
ます。
　設置位置がマロニエ幼稚園の入り口付近となるた
め、幼稚園と設置位置について検討しているところで
す。

【市民生
活部】

A

【建設
部】
A

【市民生活部】
　那須塩原警察署に要望箇所の現地確認を
行うよう依頼しました。
　なお、電柱への巻看板については設置済で
す。

【建設部】
　カーブミラーの設置につきましては、幼稚園
側と位置を協議したうえで１０月に実施済で
す。

■産業観光部

1 寺子
崩落危険
個所の修
繕

　昨年の台風１９号関連で、寺子の街堀りの
災害復旧をやってもらった場所の下流で、
もっと酷く甚大な被害が見つかり、これを修復
しなければ近くの民家への二次災害も考えら
れ、またその付近を歩けば広範囲に高さ３ｍ
以上の崩落の危険があり高額な費用も掛か
るため、修繕してほしい。

　今回の箇所については、昨年の災害の時には連絡
がなかった箇所のため、今般現地を確認したところで
す。今後どのような対応ができるか早急に検討してま
いります。

A
　災害復旧市単独補助金を活用して復旧工
事を行うよう水利組合と調整済です。

■建設部

1 上黒磯

市道上黒
磯緑ヶ丘団
地線の維
持管理

　上黒磯地内を通る当路線沿いは、幅が狭く
急勾配であるため、落ち葉の時期を過ぎると
路肩に落ち葉がたまり、幅がさらに狭くなる。
このため、凍結積雪時は通行に危険な状況
になるので定期的な路肩の管理をお願いした
い。

　路肩の落ち葉の堆積物については、時期を見てパト
ロールを行い、通行に支障がないよう除去を行ってい
きたいと考えています。

A
　堆積物の除去は５月と１２月に実施しまし
た。
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№ 地区 項目 意見要望 回答(7月3日) 分類 進捗状況（12月末日時点）

2 美原町
鳥野目街
道の道路
拡張

　現在、鳥野目街道の歩道工事が東原小入
口まで行われていると思うが、東原小学校の
那須寄りの方へ住宅・アパート等が建てられ
て、まだその上にも分譲地も整備され、たくさ
ん増えつつあるが、先々家が建てられ人口が
増加して子どもたちも増えると思うが、東原小
入口より先は道路が狭く、事故・接触事故、車
のミラー同士の接触事故も間接的に増えてい
ることから、子どもや歩行者を守ることが大切
であり、何年後に道路の延長工事の予算が
取れないか。今から検討をお願いしたい。

　市道黒磯西岩崎線（通称：鳥野目街道）の東原小学
校北側につきましては、近年、住宅が多く建てられ通
学児童も増加しています。
　また、本路線は通学路に指定されているところです
が、交通量が多いにも関わらず幅員狭小となっていま
す。
　現時点で具体的なスケジュールはお示しできません
が、小学校北側の工区も本市の第２次道路整備基本
計画路線であり、継続して整備を進めてまいります。

A
　7月3日に回答しているとおり、今後も計画に
基づき順次整備を進めていきます。

3 本郷町 ３３２号線

　３３２号線が工事をし始めたようだが、いつ
ごろ完成予定か。那須街道の渋滞を緩和す
ることで、黒磯・東那須野・西那須野を通り、
国道４００号線に繋がり重要な幹線道路とな
り、黒磯の発展となるので期待する。

　県に確認したところ「主要地方道西那須野那須線（黒
磯那須パイパス）((都)3･3･2号黒磯那須北線）について
は、晩翠橋付近の渋滞緩和、観光地である那須高原
エリアの周遊性向上、那須塩原市と那須町の連携強
化、災害時における緊急輸送路の確保を図る等を目
的に、平成28年度から整備を進めています。現在は、
用地取得を推進するとともに、平成31年度より黒磯側
の道路工事に着手したところであります。今後は、橋梁
部および那須町側の道路工事を進め、令和７年度頃
の供用を目指しておりますので、地元の皆さんの御理
解と御協力をよろしくお願いします。」との回答を得てい
ますので、市としましても御理解、御協力のほどよろし
くお願いします。

F 　7月3日回答のとおりです。

4 本郷町
塩那スカイ
ライン

　塩那スカイラインの有料道路開通を期待す
る。

　県に確認したところ「「塩那道路に係る基本方針」が
庁議決定（H16.8.24)され、中間部（約36Km）について
は建設中止となりました。現在は、専門家等の意見を
聞きながら、植生回復に必要な対策を実施していま
す。植生回復後林野庁に土地を返還する予定としてい
ます。」との回答を得ていますので、御理解のほどよろ
しくお願いします。

F 　7月3日回答のとおりです。
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№ 地区 項目 意見要望 回答(7月3日) 分類 進捗状況（12月末日時点）

5 寺子
市道の白
線の引き直
し

　市道で寺子から那須町時庭線の道路両側
に腐葉土と砂利等で側道との境の白線が見
えない状態となってる。対向車とのすれ違い
時にどのくらい左によっても大丈夫なのかが
分からないので白線が見えるようにしてほし
い。

　路肩の堆積物については、通行に支障がないよう除
去を行いました。　（5/29済）

A 　５月に実施済です。

6 黒磯七区

市道の通
称湯街道
の道路整
備

　市道の通称湯街道の道路整備の進捗状況
を教えてほしい。計画通りに進んでいるのか。
完成時期はいつ頃になるか。
観光シーズンになると、県道黒羽線（通称鍋
掛街道）は１００m以上の渋滞が起きてしまう。
地元の利便性はもとより、それらの観光シー
ズンの渋滞の解消としても早期完成を望む。

　市道湯街道線の道路整備の進捗については、国庫
補助を受けて事業を進めています。補助金の状況によ
り、進捗が左右されるところですが、現時点では当初
計画からやや遅れている状況です。
　これまでに、全体計画延長の約２，２００ｍのうち、令
和元年度は浸透施設と道路改良、約１００ｍを整備し
たところであり、早期完成を目指します。

A
　計画に基づき既に着手している路線ですの
で、今後も早期完成を目指します。

7 若草町
児童の安

全な通学路
の確保

　若草町の児童たちの通学路は育成会が決
定してるが、それは安全を考慮しての決定で
あることは当然である。現在の佐野堀を改修
し、蓋掛けし通学路にすれば、若草町で一番
遠い児童の家から３分の１の距離に短縮さ
れ、安全も図れる。松浦町稲村線の浸透枡工
事が今年度実施される予定だと思うが、これ
に合わせ佐野堀を改修し通学路として利用す
ることができれば、児童の安全が現在の通学
路よりもより安全に、更に距離も短縮され児
童たちの負担が軽減されるため再度要望した
い。予算上今年度無理ということであれば、
本工事の来年度の道路新設工事に取り組ん
でほしい。

　要望の箇所については、平成２７年８月に、学校及び
自治会などの関係者と現地調査をした結果、沿線に山
林が多く防犯上児童など、安全が確保できない恐れが
あり、関係者協議のもと整備を見送りました。以上のこ
とから現段階での整備は難しいと考えています。

D

　7月3日に回答しておりますとおり、学校及び
自治会などの関係者との現地調査の結果、
安全性の確保が困難であるとの結論です。
　沿線状況が変わらない現段階での整備は
難しいと考えています。
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№ 地区 項目 意見要望 回答(7月3日) 分類 進捗状況（12月末日時点）

■上下水道部

1 西新町
アパート等
の浄化槽
未接続

　西新町町内にはアパートが１０数棟あるが、
現在においても排水設備を下水道本管に接
続していないアパートが存在している。さら
に、浄化槽管理者（大家）は水質検査（浄化
槽法第７条検査）や定期検査（浄化槽法第１
１条検査）を受けることが義務づけられている
が、経費削減のためかそれすら実施しておら
ず、その結果悪臭を周囲にまき散らしていて
近隣住民に多大なる迷惑を及ぼしている。こ
の実情を市の下水道課に連絡したところ、早
速動いてくれて、担当職員が該当アパートの
管理業者に掛け合ってくれた。現時点では消
臭剤投与によって悪臭は無くなりつつある
が、根本的な解決には至っていない、平成１８
年２月１日から浄化槽法の一部改正により、
命令違反者は罰則（３０万円以下の過料）の
対象となっているが、この法律に基づきさらに
厳しい指導は出来ないのだろうか。まじめに
水質検査や定期検査を受けている善良な市
民のためにも是非行動に移してもらいたい。

　下水道が整備された地域では、環境への負荷を軽減
するために速やかに接続することをお願いしていま
す。諸事情により速やかな接続ができない場合は、合
併浄化槽の管理を適正に行うようお願いしています。
合併浄化槽は、設置するだけでは環境への負荷を減
らすことはできません。浄化槽管理者には、適正な維
持管理（定期的な保守点検、年１回以上の清掃、年１
回の定期検査）が義務づけられています。
　市では、栃木県浄化槽協会と連携を取りながら、定
期検査を行っていない浄化槽管理者へ保守点検や検
査の実施をお願いしております。その中で、定期検査
等を受けていない場合、検査を受けるよう勧告・命令
が行われ、これに違反すると県知事から罰則に処され
ることとなります。
　市としては栃木県浄化槽協会と、引き続き浄化槽の
適正な維持管理について指導を行っていくとともに、下
水道が整備された地域への下水道接続についてお願
いしてまいります。

E

　本年も現地調査等を行い水質検査や定期
検査が適切に実施されたことを確認していま
す。引き続き、栃木県浄化槽協会と連携を取
りながら、浄化槽の適正な維持管理について
指導を行います。
　また、訪問等により下水道が整備された地
域への下水道接続についてもお願いしていま
す。

■教育部

1 寺子

避難所とし
て使用して
いる自治公
民館の設
備の購入
資金

　昨年の台風１９号の時の一時避難所として
寺子公民館を開設した折、情報が乏しく、急
遽、個人所有のテレビを雨の降る中運び設置
した。今後有事の際に備え、購入資金をお願
いしたい。

　自治公民館については、建物本体またはグラウンド
の改修・整備等に対しての補助制度がありますが、テ
レビ等備品の更新等については補助対象外となります
ので、自治公民館の予算での対応をお願いします。

F
　避難所として使用している自治公民館の備
品の購入資金につきましては、7月3日に回答
したとおりです。
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2 西新町

二学期制
（H29年度
からの進
捗）

　【学校の二学期制が導入されて約１０年が
経過した。二学期制導入の主な目的は、「授
業時数の確保」そして「確かな学力の定着」
だったかと思うが、１０年が経過したのを機に
成果と課題について検証していくことが必要
だと考える。教職員や保護者へアンケートの
調査をしては如何か。】
　この要望に対しての回答は、「二学期制の
成果と課題に関するアンケート調査について
は、その実施の必要性も含めて今後の検討
課題としたいと考えております。」だった。那須
塩原市議会は全国的にも開かれた市議会と
言うことで高く評価されているが、特にPDCA
に基づいた議会運営が評価の対象になって
いると推察する。二学期制についても同様な
観点から検証を行い、その結果を市民に知ら
せてほしい。併せて、令和２年度において２学
期制を導入している栃木県の市町名を知らせ
て欲しい。

　平成２９年度に要望のありましたアンケート調査につ
いては、現時点までに実施していませんが、授業時数
の確保や継続した学びによる学力の定着、学校行事
や特別活動の充実等の観点からも、各学校では二学
期制が定着している状況です。
　今般、教員の長時間労働が問題となっており、教員
の働き方改革を一層推進しなければならないことを考
慮しますと、本市としましては、引き続き二学期制を継
続する考えでいます。
　県内の二学期制の実施状況は、現在、全２５市町の
うち、１１市町となっています（宇都宮市、上三川町、下
野市、矢板市、さくら市、塩谷町、高根沢町、佐野市、
大田原市、那須町、那須塩原市）。

F
　本市及び県内の二学期制の実施状況につ
きましては、7月3日に回答したとおりです。
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